
薩摩川内
S

A
T

S
U

M
A

S
E

N
D

A
I

K
O

U
H

O
U

G
E

N
S

H
IR

Y
O

K
U

原子力関連施設
視察研修
茨城県東海村

原子力講座
川内原子力保安
検査官事務所について

原子力保安検査官の
一日
定期検査のお知らせ

発電所の運転状況
１０月末現在

環境放射線調査結果
平成2１年４～６月

お知らせ
原子力防災訓練

原子力関連施設
視察研修
佐賀県玄海町

P3

P2

P4

P5

P6

P7

P8

CONTENTS2010/1

Memo: 　昨年８月，国主催の「原子力保安検査官の一日in薩摩川内」が
開催されました。また，１１月は公募で選ばれた市民が参加する県
外（茨城県，佐賀県）の原子力関連施設の研修会を行いました。
★詳しくは，本紙２～３，5ページをご覧ください。

お／知／ら／せ
平成 22 年１月 19 日（火）に原子力防災訓練を実
施します。

◉詳しくは本紙８ページをご覧ください。

（薩摩川内ブランドロゴマーク）

原子力広報

NO.
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ク
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ー

ル

ド

東
海
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　

茨
城
県
東
海
村
は「
原
子
力
の
発
祥
の
地
」

と
し
て
海
外
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
原
子

力
関
連
の
施
設
も
多
数
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

４
施
設
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
東
海
発
電
所
、
東
海
第
２
発

電
所
の
構
内
に
あ
る
東
海
テ
ラ
パ
ー
ク
で
商

業
用
原
子
力
発
電
の
歴
史
や
仕
組
み
、
安
全

性
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
、「
使
用

済
燃
料
乾
式
キ
ャ
ス
ク
貯
蔵
施
設
」
も
視
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
は
、
青
森

県
の
六
ヶ
所
村
に
建
設
し
て
い
る
再
処
理
施

設
で
再
処
理
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
使
用
済
燃

料
を
安
全
に
貯
蔵
・
管
理
す
る
施
設
で
す
。

　

２
日
目
は
、
ま
ず
三
菱
原
子
燃
料
株
式
会

社
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
川
内
原

子
力
発
電
所
を
含
め
多
く
の
加
圧
水
型
の
原

子
力
発
電
所
で
使
用
す
る
燃
料
を
製
造
し
て

い
ま
す
。
次
の
ア
ト
ム
ワ
ー
ル
ド
で
は
、
原

子
力
に
関
す
る
基
礎
研
究
、
応
用
研
究
か
ら

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
至
る
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
最
後
に
視
察
し
た
東
海
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ
た

研
究
用
原
子
炉
Ｊ
Ｒ
Ｒ
―
１
の
歴
史
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
原
子
力
に
対
す
る
意
識
が
高

く
、
全
施
設
で
予
定
時
間
を
超
え
る
ほ
ど
多

く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な
視
察

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日（
月
）、
17
日（
火
）、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
18
名
が
茨
城
県
に

て
原
子
力
関
連
施
設
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

青
森
地
図

原
子
力
関
連
施
設
視
察
研
修（
茨
城
）

参
加
者
の
声

〜茨城県〜

東
海
村

●日本原子力発電㈱東海第二発電所，東海テラパーク
日本初の大型原子力発電所として昭和５３年１１
月に営業運転を開始。電気出力１１０万ｋＷ，沸
騰水型軽水炉（ＢＷＲ）。東海テラパークの「テラ」
はラテン語で地球。地球環境を考えながら原子力
の仕組みや安全性を模型や映像・人形劇などで楽
しく紹介している。

●日本原子力研究開発機構　アトムワールド
昭和 56年 3月に，「東海展示館」として設立。
平成5年 4月のファミリー館増設時に愛称を募
集し「アトムワールド」という名前になる。「サ
イクル館」では原子力の開発と利用，安全管理に
ついての業務内容を紹介して原子力に関する一般
的な説明も行っている。

●三菱原子燃料株式会社
昭和４６年１２月，会社設立。
原子力発電所の燃料である「燃料集合体」を作っ
ている。原料の六フッ化ウランの再転換加工から
燃料集合体の組み立てまでの工程を有している国
内唯一の原子燃料一貫生産メーカーである。

●東海研究開発センター原子力科学研究所
国内唯一の原子力の総合的研究開発機関であり，
原子力に関する基礎研究・応用研究から核燃料サ
イクルを確立するための技術開発に至る幅広い研
究開発を行っている。

研修
風景

●
電
気
の
供
給
が
あ
る
か
ら
こ
そ
快
適
な
生

活
を
送
れ
る
私
た
ち
。
資
源
に
乏
し
い
日
本

は
原
料
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。
ウ
ラ
ン
資

源
も
自
分
た
ち
の
世
代
だ
け
で
使
用
し
て
し

ま
う
と
未
来
の
人
た
ち
に
供
給
で
き
な
い
為
、

リ
サ
イ
ク
ル
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

●
施
設
を
視
察
し
て
徹
底
し
た
品
質
・
行
程

管
理
の
も
と
原
子
燃
料
が
作
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
理
解
で
き
た
が
、
最
終
的
に
は
人
が
管

理
し
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の

で
よ
り
技
術
の
向
上
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

●
原
子
力
発
電
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
く
一

抹
の
不
安
が
あ
っ
た
が
研
修
を
通
し
て
災
害

時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
何
段
階
も
の

安
全
対
策
が
と
ら
れ
厳
し
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

チ
ェ
ッ
ク
の
下
に
安
全
最
優
先
に
運
転
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

●
原
子
力
発
電
所
の
放
射
線
量
は
、
自
然
に

あ
る
も
の
よ
り
少
な
い
と
強
調
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
管
理
さ
れ
た
状
態
だ
か
ら
。
管
理
か

ら
外
れ
た
場
合
の
危
険
性
も
説
明
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
使
用
済
み
燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
こ
と
は
、
資
源
の
少
な
い
日
本
に
は
必
要

で
あ
る
が
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
保

管
に
不
安
が
残
る
。
い
っ
そ
う
早
い
最
終
処

理
方
法
の
開
発
を
期
待
す
る
。

※
そ
の
他
多
数
の
ご
意
見
ご
感
想
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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天
山
揚
水
式
発
電
所

玄
海
原
子
力
発
電
所

玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク

　

１
日
目
は
、
唐
津
市
厳
木
町
に
あ
る
九
州

最
大
の
揚
水
式
発
電
所
で
あ
る
天
山
揚
水
式

発
電
所
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。
展
示
館
で

は
、
発
電
所
の
仕
組
み
、
概
要
の
ビ
デ
オ
、

パ
ネ
ル
な
ど
見
た
り
、
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
発

電
を
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
天
山
揚

水
式
発
電
所
で
は
地
下
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に

あ
る
地
下
発
電
施
設
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
、
玄
海

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
玄
海
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

多
く
の
パ
ネ
ル
や
原
子
力
に
関
す
る
情
報
誌

が
あ
り
、
原
子
炉
シ
ア
タ
ー
で
は
原
子
力
発

電
の
仕
組
み
や
安
全
性
に
つ
い
て
映
像
を
通

し
て
分
か
り
や
す
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
展
望
台
で
は
原
子
力
発
電
所
が
一

望
で
き
、
他
社
の
風
力
発
電
も
数
基
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
充
実

し
た
施
設
に
感
激
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

　

ま
た
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
で
は
、
入
口

か
ら
た
い
へ
ん
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
厳
し
く
、

数
回
ゲ
ー
ト
を
通
過
し
そ
の
都
度
検
査
を
受

け
て
よ
う
や
く
構
内
へ
入
れ
ま
し
た
。
構
内

で
は
、
原
子
炉
建
屋
を
バ
ス
の
中
か
ら
確
認

し
、
ま
た
作
業
員
の
技
術
向
上
の
た
め
の
訓

練
セ
ン
タ
ー
や
発
電
所
の
廃
熱
を
利
用
し
た

観
賞
用
温
室
を
見
学
し
ま
し
た
。

●
原
子
力
発
電
所
が
、
い
か
に
生
活
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
か
改
め
て
認
識
で
き
た
。

ま
た
国
の
掲
げ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
は
原
発

が
不
可
欠
で
コ
ス
ト
面
も
勉
強
に
な
っ
た
。

●
安
全
で
あ
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
非

常
事
態
の
説
明
も
聞
き
た
か
っ
た
。

●
原
子
力
と
い
え
ば
恐
い
も
の
だ
と
思
っ
て

い
た
が「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
知
る
と

い
う
こ
と
は
、
見
る
こ
と
で
納
得
で
き
る
。

少
し
不
安
が
減
っ
た
研
修
に
な
っ
た
。

●
現
代
生
活
に
お
い
て
電
気
は
必
要
不
可
欠

で
、
そ
の
発
電
方
法
は
様
々
で
あ
る
。
今
世

界
は
温
室
効
果
ガ
ス
と
い
う
環
境
問
題
で
深

刻
で
あ
る
。
電
力
会
社
は「
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
こ
と
で
季
節
、
時
間
等
刻
々
と

変
わ
る
電
力
需
要
の
変
化
を
監
視
し
て
ピ
ー

ク
で
も
止
ま
ら
な
い
よ
う
質
の
良
い
電
気
を
、

供
給
す
る
た
め
に
日
々
努
力
を
行
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
研
修
を
通
し
て
分
か
っ
た
。

●
今
回
の
研
修
で
、
様
々
な
資
源
の
活
用
と

研
究
に
よ
り
便
利
な
世
の
中
と
な
り
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
再
認
識
で
き
た
。

ま
た
国
内
に
は
発
電
方
法
が
い
く
つ
か
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
長
一
短
で
あ
る
と
思
う
。

今
後
電
力
の
需
要
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
の

は
原
子
力
発
電
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
。

※
そ
の
他
多
数
の
ご
意
見
ご
感
想
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

11
月
20
日（
金
）、
21
日（
土
）、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば
れ
た
市
民
37
名
が
佐
賀
県
に

て
原
子
力
関
連
施
設
等
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

青
森
地
図

原
子
力
関
連
施
設
視
察
研
修（
佐
賀
）

参
加
者
の
声

〜佐賀県〜

玄海町

　年間約20万人の方が訪れる。原
子力等のエネルギーを学べる「サイ
エンス館」と九州各県の伝統工芸な
どが見学できる「九州ふるさと館」
がある。

　４基で約 350 万 kW（川内原子
力発電所の約２倍）の出力。また，
手前にある建物は発電所の廃熱を利
用している観賞用温室で，南国の植
物や色鮮やかな花木を見学できる。

　２台の発電機で約60万 kWの電
気を発電することができる。１軒の
家庭で平均約３kWの電気を使用す
るとすれば約20万軒の家庭の電気
をまかなえる。

玄海エネルギーパーク 玄海原子力発電所
天山揚水式発電所
（地下発電所）

研修
風景
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●原子力保安検査官発足の経緯

●原子力保安検査官の行動規範と業務内容

●全国の原子力保安検査官事務所

●原子力保安検査官の１日の業務の流れ

●昭和54年３月の米国スリーマイルアイランド発電所事故を契機として「運転管理専門官」制
度が発足しました。
●昭和58年５月に「川内運転管理専門官事務所」が設置され，「運転管理専門官」が常駐しました。
●平成11年９月に起きた茨城県の㈱JCOウラン加工施設における我が国初の臨界事故を教訓と
して平成12年4月，運転管理専門官制度にかわり「原子力保安検査官」制度が発足しました。
●平成14年３月，川内原子力保安検査官事務所が川内オフサイトセンター（神田町にある鹿児
島県原子力防災センター）内に設置されました。

原子力保安検査官は，「強い使命感」「科学的・合理的な判断」「業務執行の透明性」「中立性・公正性」
の４つを行動規範としています。

【業務内容】
●保安検査の実施（年４回実施）※法律行為
●保安調査の実施（①運転管理状況の確認，指導　②中央制御室・原子炉施設の巡視　③定例試
験への立会）
●事故発生時等の初動対応等

原子力安全・保安院は，全国にある53基の原子力発電設備，12か所の核燃料サイクル設備の近
くに合計21か所（平成21年５月１日現在）の原子力保安検査官事務所を設置して施設の安全確
認を365日，24時間対応できる体制を整えています。

８：30　川内原子力保安検査官事務所
●ミーティング（点検，巡視ルート確認等）

●原子力施設立地地域にて大規模地震等
が発生した場合，原子力施設の状況やモ
ニタリング情報を迅速かつ的確に携帯電
話にメールでお知らせするサービス「モ
バイル保安院」を実施しています。

●配信登録は，携帯電話で以下のURLに
アクセスし手続きできます。

10：00 〜 16：30　川内原子力発電所
●運転管理状況のヒアリング，定例試験へ
の立会，中央制御室・原子炉施設の巡視，
運転状況の報告

17：00　川内原子力保安検査官事務所
●運転状況の記録・整理等

原子力講座【川内原子力保安検査官事務所について】

●お知らせ      【モバイル保安院】

http://kinkyu.nisa.go.jp/★携帯サイト
URL

事務所：ミーティング 発電所内：定例試験の立会 発電所内：巡視，点検
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●概　要

●原子力安全・保安院との意見交換会の様子

●主な検査内容

　平成２１年８月１１日（火）に，川内オフサイトセンターで川内原子力保安検査官事務所主催によ
る「原子力保安検査官の一日ｉｎ薩摩川内」が開催されました。
　これは，ＪＣＯの事故を教訓として発足した「原子力保安検査官」が，地域の皆様に対し，日常ど
のような活動を行っているのか具体的に紹介するとともに，原子力安全について意見交換をして日頃
の疑問にお答えしたり，ご意見を頂いたりして今後の原子力の安全や広報活動に役立てるために実施
されたものです。参加者からは，原子力保安検査官の日常の業務内容や発電所の災害時の対応など多
くの意見・質問が出ていました。
　なお，今回は「薩摩川内市原子力安全対策連絡協議会の委員」に対し実施されました。

　「定期検査」とは，いわば「発電所の健康診断」です。設備や機器を安全な状態に保ち，トラブルを
未然に防止し安全・安定運転を行うことを目的に，13 ヶ月に１回定期検査を実施しています。
　平成２２年１月から約３ヶ月間，川内原子力発電所１号機の第２０回定期検査が行われます。

※事前に連絡をすれば川内オフサイトセンターを見学できま
　す。詳しくは，保安検査官事務所までご連絡ください。

原子力保安検査官の一日ｉｎ薩摩川内

定期検査について（お知らせ）

保安検査官事務所の概要説明 参加者からの質問国との意見交換会

＜連絡先＞　
川内原子力保安検査官事務所
〒８９５－００５２　薩摩川内市神田町１－３
電話　０９９６－２３－１９４７

川内原子力発電所　1号機　第20回定期検査が実施されます

○原子炉設備の検査
　 原子炉本体，蒸気発生器，燃料，
　 付属設備の検査を実施します。
○タービン設備の検査
　 タービン本体，付属設備の検査を実施します。
○電気設備の検査
　 発電機，付属設備の検査を実施します。
○制御設備の検査
　 原子炉系の検査を実施します。

○放射性廃棄物，貯蔵・処理設備の検査
　 廃棄物処理系の検査をします。

○プラント総合負荷性能検査
　  各設備の点検・試験完了後に発電所が正常に運転できるか

確認します。

●●●参加者からの意見●●●

　保安検査官事務所の役割や業務内容は，この機会を通

して初めて知った。市民に対してＰＲが不足しているの

で，広報紙等でもっとＰＲに力を入れてはどうか。
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平成２１年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10月

放 　 出 　 量

目 標 値 の

6.1 × 109 

約 1/28

ベクレル

万

約13.7億 103.1
kWh

％

貯 蔵 量

貯 蔵 能 力 の

17,295

46.7

本

％

発電所の運転状況

１号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和59年７月

２号機　出力89万キロワット　営業運転開始／昭和60年11月

通常運転中

通常運転中調整
運転
▲

３／２５定期検査終了

【気体】
平成 21年４月１日〜 10月 31日

【固体】
平成 21年 10月 31日現在

1,868体
1,005体

1,038体
670体

体
15

10

 5

 0

8.4

14.8

消費電力量発電電力量

地熱・風力
原子力

0.3
13.7

（単位：億kWh）

水力
火力

0.2
0.6

億kWh

●運転状況（平成21年10月末現在）

●発電電力量（１, ２号機合計）

●放射性廃棄物（１, ２号機合計）

●県内の発電電力量と消費電力量（10月分） ●使用済燃料の貯蔵状況（平成21年10月31日現在）

補足説明
＊設備利用率：発電電力量
÷（認可出力×暦日時間）
×１００
＊定格熱出力一定運転導入
（平成１４年）により，設
備利用率は１００％を超え
ることがあります。

発電電力

量の合計

設備

利用率
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　この調査は鹿児島県と九州電力㈱が安全協定に基づき，川内原子力発電所周辺の環境の保全と住

民の健康を守るために実施しているものです。

※その他，詳しくは県の広報紙「原子力だより　かごしま　№105」をご覧ください。

単位：ミリグレイ /91 日

調　査 分析・評価・監視 結果公表

環境放射線調査結果（川内原子力発電所周辺）

調査
期間

調査
項目

調査
結果

　　　
補　足

説　明

・鹿児島県及び九州電力㈱は，それぞれ独自に調査・分析を行っています。
・得られている測定値のほとんどは自然放射線によるものです。
・調査結果は学識経験者で構成される「鹿児島県環境放射線モニタリング技術委
　員会」の指導・助言を得て検討評価を行い，３か月ごとに公表されています。

・昭和56年７月から操業前調査，昭和58年７月から監視調査を実施しています。
・今回は平成21年４月から６月までの調査結果です。

・空間放射線量・・・積算線量の測定は47地点（モニタリングポイント）で実施。
・環境試料の放射線・・・海洋10試料，陸上27試料について実施。

・空間放射線量，環境試料の放射能ともこれまでの調査結果と比較して同程度の
　レベルであり，異常は認められませんでした。

・環境試料の分析
・データの整理・評価・監視

・モニタリングステーション
・モニタリングポスト
・モニタリングカー
・環境試料採取（陸・海）

・原子力安全対策連絡協議会
・報告書

http://www.env.pref.kagoshima.jp/houshasen/
●環境放射線監視情報
　ホームページアドレス → 検索

空間放射線量　地区別ポイント

環境放射線調査のしくみ

久見崎町 港町 寄田町 湯田町

高江町湯島町網津町

境界東

浜田

唐山

宮園

池之段

平島

砂岳

瀬戸地

今回　0.14

今回　0.12

今回　0.13

今回　0.13

今回　0.13

今回　0.13

今回　0.15

今回　0.14

過去最大　0.17

過去最大　0.13

過去最大　0.14

過去最大　0.14

過去最大　0.15

過去最大　0.15

過去最大　0.16

過去最大　0.17

水引町



時刻 訓練内容 住民広報

INFORMATION／お知らせ　

※　訓練の実効性を高めるために，今回の想定においては，実際の事故の進展時間（トラブル発生から放射性物質
　放出開始及び停止まで）を大幅に縮めて行います。
※　訓練の必要性から何段階もの安全装置が作動に失敗し，放射性物質が放出される事象を想定しておりますが，
　実際は放射性物質の放出を伴う事態とならないように何段階もの安全対策が施されています。

＜問合先＞薩摩川内市　総務部　防災安全課

【編集・発行】　
薩摩川内市　企画政策部　原子力対策課
〒８９５- ８６５０　薩摩川内市神田町３番２２号
電話　０９９６－２３－５１１１　FAX　０９９６－２５－１７０４

１月 19 日（火） 「原子力防災訓練」を実施します

　万が一の原子力発電所の緊急事態に備え，国，県，市，九州電力㈱をはじめとする関係機関が
連携し，防災体制の習熟を図ることを目的に，１月１９日（火），鹿児島県原子力防災訓練を実施し
ます。
　当日は，発電所近隣の市民を対象に避難訓練や屋内退避訓練も行い，防災行政無線等による広
報も実施しますので，皆様のご理解とご協力をお願いします。

目　 的

訓練当日の流れ

スクリーニングの様子住民避難の様子オフサイトセンターでの訓練

●6:50　事故発生　川内原子力発電所１号機主給水   
　　　　ポンプ停止に伴い，原子炉が自動停止。

●10:05　事象拡大　放射性物質が漏洩し発電所周辺
　　　　 に放出の影響がおよぶおそれがある。

●7:45　原子力発電所１号機の主給水ポンプに異常が発生し，原子炉
　　　　が自動停止。薩摩川内市は災害警戒本部を設置し，情報収集
　　　　を開始。現在，事故による周辺環境への影響は出ていない。
●8:50　薩摩川内市は災害対策本部を設置し，情報収集など災害対策
　　　　を実施中。
●9:40　原子力発電所１号機の原子炉の非常用炉心冷却機能が全て
　　　　喪失。現在，事故による影響は出ていない。今後の情報に
　　　　十分注意を。

●11:00　避難対象地区は避難。
●11:05　屋内退避対象区域は屋内退避。

●12:55　屋内退避の継続。

●15:00　原子力防災訓練終了。

●14:00　避難・屋内退避を解除。

●7:15　薩摩川内市災害警戒本部を設置。
●7:50　特定事象の発生　蒸気発生器への給水機能が喪失。
●8:05　薩摩川内市災害対策本部を設置。

●11:50　事象拡大　放射性物質の放出開始。

●13:00　事象終息　放射性物質の放出停止。

●14:00　原子力緊急事態解除宣言。
●14:30　薩摩川内市災害対策本部を廃止。

６

７

９

11

13

８

10

12

14

15

●8:50　緊急事態発生　非常用炉心冷却設備の機能が喪失。
●9:05　原子力緊急事態宣言。


